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        Ps ． ．一 一Pt                 VdP］ ／V，2 （2）G，2／2＝ ［一S   JVLedP 一        Po 一Ps
圧力Psまでの水は、非圧縮性であると考え、式（2）の右辺第1項のV。・＝一定と
すると
                P，                  VdP］ ／V，2 （3）Gt2／2＝ ［一VLo （Ps－Po） 一 t                Ps
飽和圧力Psを越えて減圧すると、蒸気発生により急速な体積膨張が生じる。この場
合の等エントロピー状態変化式として、次のEpsteinら（8）のモデルがある。
  V 一P．   一 tu［1，一：’一 一 1］ ＋1 （4） VLO   P
ここで、ωは定数であり、Leungら（9）によれば、













 （GtVt） 2／2＝ VLo （Po－Ps）
  ＋VLo ［N‘o P，ln（P．／Pt）一 （N co 一 1）（P，一Pt）］ （7）
頁 6
ここで
   77 ＝ Pt／ Po
   ns＝ Ps／ Po
   G“＝ G／ ［Po／VLo］ i／2
と定義すると、式（7）は
 Gt＊＝ ［2（1－n ，） ＋ 2N co n sln（n s／ 77 ）
  一2（Nco 一1）（n ．一 27 ）］ ’／2／ ［Nco （n ，／n－1）十1］
                        （8）
ただし、減圧が飽和圧力Ps以下にならないη。〈ηの場合には、式（3）より明か
なように、






        dV H－1／2  G， 一 ［一 ÷． ］ 一’一 （10）     dP   t
一方、式（6）を微分すると
  dV dP ＝ ＝ 一 Nco P s ：ll－ii．T （11）        P2VLO
式（10）、（11）より
       NcD P，V，o  G，一［V’rv一；’一］一i／2 （i2）
よって無次元化すると
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 ［N co ＋ 1／（N co ）一 2］［n c 2／（2n s）］ 一 2（N co 一 1） n c
  ＋Nco n sln（nc／ns） ＋ LsNco n s 一 1＝ O （14）
ここでN、ωおよびηsが与えられれば、式（14）より繰り返し法によって、ηc
を求めることができる。この時の臨界質量流速は、音速の式（13）より
  Gc’＝ nc ［N （D ns］ J’／2 （15）
一方、臨界質量流速がベルヌーイ式（9）で表される時は、
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  G’c ＝＝a ［2 rc］ i／2 （18）
ここで、κは実験より決定した定数であり、原論文では入ロサブクール度△T、。、に
対するグラフで与えられている。0≦△TSUB≦60Kの範囲を最小二乗法で近似すると、
 rc ＝ O． 0707 ＋ O． 0157 zCx Ts ．， 一 1． 26 × l e r‘ ，tcx T，．．2
















































       表1．各リフトにおける値














  W－30．71A （P，g） ’／2 （22）
   W：吹出し量 kg／h
   A：有効面積 πdLMm2
   P1：吹始め圧力kgf／cm2
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     Y ＝＝ A （1） ＋A （2） ・X
     Q－C・A （2） ・10A－3
 A（1）：伝熱面表面温度（deg・C）
 A（2）：三熱温度勾配（deg・C／mm）
 X   ：表面からの距離（mm）
 Y   ：表面からXの距離における銅の温度（deg。C）
 C   ：銅の熱伝導率・394（W／m・C）
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